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日銀短観に関するコメント 

 
本日発表の日銀短観は、企業の景況感を示す業況判断指数が、1991 年 5 月以来の高水準

を示すなど、日本経済の着実な回復を裏づけているものと受け止めている。日立としても、

プラズマテレビの販売が好調に推移するなど、手応えを感じている。 

しかし、昨今の原油価格の高騰により、原材料価格が上昇している一方で、製品価格の

下落が続いており、今後の企業収益への影響が懸念される。政府には、景気の回復を確か

なものにするための施策の着実な実行を期待する。 
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